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十二指腸盤症ノ統計的観察
金澤欝科大學大里内科教室（主任大里教授）

   山  崎  政  治

    （昭和g年8月4目受附〕

本報告八大里教授在職10局年記念ノーナリ．
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1．緒   論

 文戯二徴スルニ糞便中寄生轟卵検査二關スル成績ハ，從來農民，學童等二対シテ叉陸海軍

軍人，其他種々ナル團騒等二就キテモ屋々護表サレタリ．然ル二十二指腸轟病昌蹴キ統計的

昌一ﾊ外來及ビ入院忠者二就キ臨床的観察ヲナセルハ極メテ少ク，只津川，山口，久崎等ノ

業績ヲ見ル昌過キズ．’而シテ岳ガ教室ノ津川氏ガ嚢二本巖病ノ統計的観察ヲ報昔セシガ，ソ

ノ例藪未ダ甚ダ多カラズ正鴻ヲ得ザルヤノ憾ナキニアラザリシガ，爾來6年銃二充分ナル例

藪ヲ得タリト信ズルヲ以テ，此度大里教授ノ懲頬二体リ，裁二百ビ吾ガ教室二於ケル大正13

年初秋ヨリ昭和？年経リマデノ約9ケ年間ノ本症外來並二入院直者二就キ統計的観察ヲ試ミ

クリ．
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            2．検査材料及ビ検査方法

 験査材料ハ緒言申二述ベシ如ク大正13年初秋ヨリ昭和7年終リマデ約9ケ年間二於ケル，吾ガ教室ノ外

來苗二本症入院愚者ナリ．

 糧査方法，先ズ検便法蕨二嚢中卵瞼索ハ飽和食騒液浮游法二体リ集卵糠鏡ス，叉潜出血反懸瞼査法トシ

テハ糞便ノ氷酪酸rエーテル浸醐液二就キrピラミドソ酒精法ヲ用フ，茨二楡止法ハ，赤血球藪測定ニハ「ト

ーマ．ツァイス」ン血球計算器ヲ，血色素測定ニハ「ライツ・ペルクマソ」ノ硝子捧比色血色素計ヲ用ピタリ．

              3．検査成績

 1、十二指腸轟，蜘轟立ビ鞭轟ノ寄生率並ニソノ年度別，季節別及ビ男女性別二親タル寄

生率

                   第1表 12指腸轟．蜘轟，並二

年 度 別

魅   別

外來患者数

被植者数
虫卵保持者實藪
 （寄生率％〕

十二指腸虫卵保
持者實敷（％）

姻虫卵保持者實’

劉％〕  1

鞭虫卵保持者實
敷（％）

大 正 14年

2557

403

203
（50．3）

95
（23・5〕

1・1計

1674

227 P
92
（40．5）

35
（15．4）

4231

630

295
〔46・8）

ユ30
（20・6）

大正15年
♂い1計

昭和 2 年

♂1ギ計
2701

479

・1・1

（453）［

18234524」2763
  ＿．．．．．一

287 766 546

1802 14565

30■847

（蟻）1（玲（鍔）鵬1（鶏1

…1・・1…i・・
（250〕（26・1）＝（254）i／17・5〕

64
（21．2）

一五’

（189）1

昭和 3 年

83
（20．6）

97
（24．0）

・i・旧1計

56
（24－6）

48
（21．1〕

6031

654

228
（34・8）

110
（16．8）

139182
t22・1）〔17ユ〕

（・剛（畿〕！（1列（・1ち）1（州鳥

145
（23．0〕

・・1・・

（刷〕1（1Z8）
ml・1
（14．5〕〔14．8）

38
（12．7）
H9
〔14．O）

88
（工3．5）

1723

379

135
（35．6）

73
〔192〕

56
（10．7）

50
（132〕

4754

1033

363
（31－5）

ユ83
（17．7〕

エ44
〔13．9）

138
〔13．4）

第2泰男女別三観タル寄生率

縄   敷 男 女

外來 患 者 総 籔 35788 21426 14362

被  極  者  敷 8576 5321 3255

虫卵保持者藪（寄生率％） 2639（307） 1652〔31・0） 987（30・3）

十二指腸虫卵保持者藪（％） 1284（14・97） 794（14・9） 490〔15．0〕

靱虫保持者数（％） 1167（13・6〕 703（1ユ2〕 464（14．2〕

鞭虫卵保持者数（％〕 1001（11・7） 639（1Z0） 362（11・1〕
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 第1，第2表二示ス如ク吾ガ大里内科教室二於テ大正14年初メヨリ昭和ク年経リマデ8ケ

年間二來レル外來患者総数35788名（男21426，女14362）申糞便検査ヲ施行セシ者勇5321名，

女3255名皇テ総数8576名ナリ，而シテー般轟卵保持者ハ2639名（男1652名，女987名）ニテー

般寄生率ハ30．7名トナル，ソノ内十二指腸轟卵ノ陽性ナルモノ128牛名ニテソノ寄生率i4．9晩

（約15％）ナリ，同様二虫同憂，鞭轟二就テモソノ轟卵保持者並二寄生率ハ何レモ夫々1i67名

（13．6％），1001名（I工．脇）ニシテ十二指腸轟ソノ寄生率最モ大二，姻轟之二家ギ，鞭姦最モ

小ナリ，然レドモソノ間著シギ相違ナシ．董シ惟フニ余ノ今度ノ検査ハ自蟹的健康者ノ集團

ヲ封家トセル特別ノ調査ニアラスシテ内科的外來患者ノ検査成績ナルヲ以テ，I臨床上寄生巖

ノ症候アルモノハ勿論，ソノ擬アルモノソノ他生皇胃腸障害アルモノノ検便成績ナルヲ以

テ，之等寄生率殊二十二指腸轟ノ寄生率I5名ハ此ノ北陸地方ノ寄生率ヨリ幾分高キモノナラ

鞭轟ノ年度別二於ケル寄生率

昭和4年1昭和5年 昭和6年 昭和7年
・卜11■・91計♂191計♂1♀1計
2936  1949  4885  2710  1974  4684  2589  1827  4416  2139  1590  3729

…刈1・・…11…1・・・・・・・…ト・・・・・…川…

（轟〕1（楓．（豊；）i（舳1）（鵜（鍔）（脇（舳1〕（舳1〕

102   76   178   101   72   173   88    52   140   82    43   125

（14・7）（18・8）（162）（l19〕（13．6）（12．ε〕（凱5〕（8・7）（9・1）（10・7）（8・1〕（9．6）

（11隻）（患）（舳1三）（111〕j（舳1二）馬）釧1列（11州）

84 64 148189 62 151 75 43 118 47 24 71
（12．1）（15．9）（13・4）（1α5）（11・7）（10・9〕〔8・1）〔7・2）（73〕（6・1）（4・5）（5・4〕

ン．大正9年内務省ノ調査統書十ヲ見ルニ1府24縣ノ十二指腸轟平均寄生率ハエ6．1％ナリ，而

シテ余ノ今次ノ成績畠ロチ15彩二比スルニ沢シテ北陸地方ハ寄生率著シク大ナリトハ云ヒ難シ

トスベシ．梅崎ハ姫路鐵道治療所外來患者3i8名二就キ十二指腸轟I7．秘，蜘轟42．9島，鞭

姦42．7弟ニシテ蚊瞳，鞭鎧ハソノ寄生率殆ド回ジトス．安武ハ岡山麓大金子内科5ケ年間ノ

外來患者6506名（男3825名，女2681名）二就キ蝸巖32，626（男3I．6名，女34．4名），十二指腸轟

14．6名（男15．3名，女13．8タ6），鞭巖22．7名（男20．8劣，女一3．8％）ナリト報ズ叉前田ハ朝鮮木浦

病院外來患者u13名中十二指腸巖寄生率ハ2513％ニシテ鄭蟻36，9名，鞭轟45．9％ナル陽性成

績ヲ示ストセリ，文久崎ハ好生餉病院内科一般外來患者6907名中腸内寄生轟卵陽性率ハ34．8

ヌ6ニシテ，ソノ申十二桁腸轟32・3％，亜11幟45・9名，鞭轟18・7％ナリシト云フ．ソノ他極々ナ

ル陽性威続報告サレタルモ地方的二・，或ハ職業的二百ナリ著明ナル相違アルガ如クソノ寄生

率一様ナラズ．家ニソレ等寄生率ヲ年度別二観察スルニ第1表呈示ス如クー般轟卵寄生率ハ

46，8名（大正14年度）ヨリ20％（昭和ク年度）二下降セルラ認メ，邸瞳，鞭轟二於デモ同様夫々

                  【3 〕



3艶 出    時

22，1％，23％ヨリ9，7％，5－4劣二漸次下降セリ，十二指腸姦卵寄生率八大正15年ハ最高（25．4

％）ニテ昭和6年（9－1％）ハ最低テルモ失張リ年ト共晶著明ナル減少ヲ示ス，印チー般寄生轟

ハ勿論，十二指腸轟ノ寄生率モ近年生活扶態ノ改善ト共晶，衛生設備ノ漸次完全トナリ叉各

自ノ衛生思想ノ護達畠件ヅテ減少シ來タレルハ嘗然トスベク，余ノ統計ニテモ之ヲ擁護スル

モノト表フペシ，更昌叉季節別昌於ケル寄生率ノ饗化ヲ観察セシモ年度二体リ異リ，ソノ間

一定ノ關係ヲ見出シ得ザリキ．更昌衣二男女別畠観ルニ（第1，第2表参照）一般墨卵保持者

ハ男31％，女3仏3％ニテ男ノ方少シク大ニシテ十二指腸轟ハ勇一4－9％，女15％ニテ女ノ方大

ナリ，叉姻姦寄生率ハ男13．2％，女i4・2％デ女ノ方ハ犬ナリ，弐二鞭姦寄生率ハ男12％，女

11．1％デ男ノ方八大ナリ，雨シテ何レニスルモソノ差極メテ僅少ナリ．文男女性別二於ク’ル

義異ヲ年度別ニテ観察スルモ種々ニテ何レ毛ソノ差僅少ナルヲ知ルナリ，矢島，小径、田代

等ハー般昌女子ノ方幾分陽性率犬ナリト云フ、菱川ハ兵庫縣下二於ケル英4部落ノ寄生轟検

査阜於テ性別ノ方面ヨリ観察シ，姻轟卵二於ケル寄生率ハ略ボ同数ニテ，十二指腸轟卵二於

デノミ女子ヨリ男子ノ方名ク，而シテ比ノ現象ハ男子八女子ヨリ耕地二歩ク削ルニ關係スル

毛ノナラント報セリ，麟井，鈴木，玉置，山口等ノ検査成績ハ何レモ二男子ノ寄生率八女子二

於ケルヨリ大ナルヲ示セリ．

 2，都郡別並二職業別三観タル十二指腸磁寄生率

 十二指腸轟ノ寄生率ハー般二生活程度高ク衛生思想二窟ムト思ハル・者二少ク，然ラザル

モノハ之二反シ，叉市外人残二農凪二高ク都翁人並二農業非從事者二於テ低率ヲ示スバ從來

先進學者ノ統計昌見。ル所ナリ，耐シテ余ノ成績モ同様ニシテ，先ヅ都郡別二：就テ検スルニ第

3表呈示ス如ク，大正14年ヨリ昭和7年マデノ8ケ年間二於ケル堂内科外來患者ノ中，轟卵

第3表」都郡別二親タル十二指腸虫寄生率

市    内 市 ． 外
被険者藪 被検者数
轟卵保持者實敷 轟卵保持者實鞍

雫
寄生率（％） 寄生劉％1

度 計 男 女 計 男 女

大
正

147 91 56 483 312 171

十 工1 7 4 119 88 31

四
年

孔5％ 7．7％ 7．1％ 24．6％ 28，2％ 1＆1％

同 151 92 59 615 38ア 228
千
五

19 12 7 176 108 68

年 1Z6％ 13．O％ 11．9％ 28．6％ 27．9％ 298％

昭 190 115 75 657 431 226
和一

14 8 6 146 88 58

一年 74％ 6－9％ 8，0％ 22．2％ 204％ 25．6％

同 225 139 86 808 5王5 293

一一 エ5 11 4 168 99 69

年 6．7％ 79％ 4．7％ 2α8％ 192％ 脇5％
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同 238 147 91 861 549 312

四 13 9 4 165 93 72

年 5・5％ 6．1％ 4．4％ 19．2％ 16・9％ 23．0％

同 346 198 148 1034 653 381

王 ユ8 8 1O 155 93 62

年 5．2％ 4．0％ 6．7％ 14．9％ 14．2％ 16．2％

同 389 213 176 1134 715 4I9

大 13 9 4 工27 79 48

年 3．3％ 4・2％ 2．2％ n．2％ 11，0％ 11，5％

同 366 199 167 932 565． 367

七 11 7 4 114 75 39

年 3．0％ 3・5％ 2．4％ 12．2％ ユ3，2％ 10．6％

総 2052 1194 858 6524 4127 2397

工14 71 43 1170 723 447

計 5．5％ 5．9％ 5．O％ 工7．9％ 17．5％ 18．6％

備考 市内ハ圭二金澤市在住者テルモ英ノ池ノ都市在住者ヲモ合ム．

被検者数ハ前項二述ベシ如ク8576名（二男5321名．女3255名）ニテソノ内市内在住者ハ2052名

（男1194名，女858名）ニシテ十二指腸轟卵保持者数ハu4名（男71名，女43名），印チ市内在住

者二於ケル水墨寄生率ハ5．5名（勇5．9％，女5．0名）ナリ，然ルニ市外在住者二於ケル本轟寄生

率ハ逢カニ高ク，被検者6524名（二男4127名，女2397名）中本轟卵保持者数ハ11クO名（男723名，

女447名）ニテソノ寄生率17．9％（男17．5名，女18．6名）ナリ，耐シテ之等寄生率ヲ年度別二親

ルニー般二市内在住者二於ケル寄生率ハ男子ノ方大；シテ，市外在住者皇於テハ之ト反射二

女子ノ方幾分大ナリ∴家二職業別二就テ観察スルニ第4表二示ス姉ク，師チ農業従事者ヒ於

       第4表 職業別二親タル十二指腸轟寄生率

職業 農   業 漁   業
被職者籔 被険者敷

甲
騒卵保持者敷 轟卵保持者敷
寄生率（％） 寄生率（％つ

度 計   男 女 計 男

犬
正
311 181 130 9 6

十 95 7α 25 エ 1

四
年
3α5％ 3＆7％ 19・2％ 11．1％ 16石％ 0

局 391 233 工58 17 13
十

五
137 77 60 2 2

年 3則％ 33』％ 3Z9％ 11．8％ 15．3％ 0

昭 404 258 146 工1 9
和一

126 76 50 0 0

一年 31・1％ 29．4％ 3孔2％ 0％ 0％ o

同 473 295 ユ78 12 12

一一 128 74 54 1 1

年 27刀％ 251％ 3α3％ ＆3％ 8－3％ O

女

真   他
被繍者敷
騒卵保持者数
寄生率（％）

計1男1女

33工0216940  34  27  7
0ラ石    10．9％   12．5ヲ6  7．4％

4      358     233     125

0  56  41  15
0％ 15．6％ I7．5％ 12％

2     432    279    153

0  34  20  14
09る    7．896   7．196   9．1％

0     548    347    201

0  54  35  19
096   9．89る   1O．1ヲ6  9．4ヲ名

【5】
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同 491 303 ユ88 20 15 5 588 378 210

四 工19 66 53 3 2 1 56 34 22

年 24．2％ 21，8％ 28．2％ 15％ 13．3％ 20％ 9．5％ 8．9％ 10．5％

同 587 355 232 22 18 4 771 468 303

王 113 70 43 3 2 1 57 29 28

年 19．2％ 19・7％ 18．5％ 13・6％ 11．1％ 25％ 7．4％ 6，2％ 9．2％

同 613 397 216 24 18 6 886 513 373

六 96 59 37 1 1 O 43 28 15

年 工5．6％ 工4・8％ 工7・工％ 4．1％ 12・5％ 0％ 4．8％ 5，4％ 4，0％

同 482 283 199 28 22 6 788 459 529

七 88 55 33 2 1 1 35 25 1O

年 18．2％ 19・4％ 16・5％ 7．1％ 4，5％ 16．6％ 4．4％ 5－4％ 3．O％

総 3752 2305 1447 143 113 30 4681 2893 1788

902 547 355 13 工O 3 369 239 工30

針 24．0％ 23・7％ 24・5％ 9．1％ 8．8％ 1O％ 7．9％ 8．2％ 7．3％

ケル寄生率（2仙％，男23．7％，女24．5名）ハ農業非從事者ノソレ（7．9％，男8．2％，女7．3名）

二比シ著シク大ナリ，叉一方漁業從事者二就テ見ルニ僅カニ9・1名（男8，8％，女10％）ニシテ

ー般農業非従事者ト殆ド同率ニテ，農業從事者二比スレバソノ間著明ナル差異アルヲ認ム，

此ノ如クー般衛生状態ヨリ云ヘバ農村皇劣ルトモ優ル事ナキト思ハル漁村ノ者二，ソノ寄生

率鹸リ大ナラザル八本轟感染ノ主要ナル原因ト合セ考フル時興味深キ裏ナリト信ズ，鈴木ハ

海＝岸部落二本姦寄生率低キバ山間，山脚部落二比シテ地勢ノ關係上寒暑ノ鐘化甚ダシキ爲メ

ト，漁業二從事スル爲メ感染ノ機密純農村部落二兆シ砂キニ因ルモノニ非ズヤト述ベタリ．

叉国府ハ昭和6年度黒海兵團入園新兵；就キソノ寄生率ヲ検セルニ，農業從事者ハ30名ニシ

テ漁業從事者ハソレニ比シ可ナリ低クエ9％ナリシト云フ・

 3．十二指腸轟病恵者二於ケル合併症

 第5表二示ス如ク本症或八本症ヲ合併症トシテ大正13年初秋ヨリ昭和7年経リマデニ入院

     第5表  セルモノ386名ニシテ，合併症ナキモノ160名ナ

十二指脂鱗入院愚者数1…名

合併症1有ス㈱ P…㈱）

合併症ナキモノ 160名（4ユ．5％〕

他
ノ

寄
生
騒

各

併1

蜘

鞭

轟壷    79名（2059る）

麹j榊・）

蝿巖，鞭轟   41名（10・6％〕

リ，耐シテ他ノ寄生姦（主昌蜘轟，鞭姦）ヲ共二寄

生スルモノ］68名（43．5名）ニテ，内政騰79名（20．5

％），鞭轟58名（15％），蜘鼠鞭轟ヲ共二有スル

モバ1名（10．6％）ナリ．茨二226名ノ他ノ合併症

ヲ有スルモノニ就キソノ合併症ノ種類及ビ頻度ヲ

観ル昌第6表二示ス如シ，印チ消化器疾患最モ多

ク全合併症例ノ半数以上ニシテ134例ナリ，次ハ

呼吸器疾患ノ62例ナリ，而シテ十二指腸轟病患者

ノ大部分二於テ消化器障害，心』摩尤進等ノ訴ヘア

ルハ周知ノ事ナルガ之等ノ中，他蟹的二特二著明

【 6 】
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第6表十二指腸轟病患者二於ケル合併症ノ種類及ビ頻度

騒鮎二（・・〕 胃 炎（20） 腸加答見（14） 胃下垂〔12〕

胃 商（12） 腹膜炎〔10〕 鍛膜淋巴（・） 騒檬突起炎（5〕

腸結核（4）
消化器痴愚134例

膿石症・（4） 盲腸加答兄（3） 茜議場周（・〕

胃アトニー〔2） 胃酸過多症（2） 碧答舳黄1・〕 肝臓炎〔1〕

謄嚢炎（1） 膿管炎（1） 肝硬慶症（1） 胃諦経症（1）

腸仙痛（1〕 移動性盲腸（1〕 直腸癌（1）

肺尖浸潤（16） 肺結核（14） 飾門結核（9〕 氣管枝炎（8〕

呼吸器疾患62例 乾性肋膜炎（3〕 嚢離肋膜（・〕 漏性…肋膜炎（2〕 肋腹膜炎〔4）

氣管用園炎（2〕 咽喉加答兄（1〕

心筋炎（3〕
循環器病11例

大動脈瘤（2〕

畠鰯膜障（・〕 動脈硬化症（3〕

腎臓炎（6）
泌尿器疾患11例

腎周国炎（1）
膀胱炎（2〕 ネフローゼ（1） 萎縮腎（1〕

瀞経表弱症（7〕 膿徽毒（3〕 願

祓経系疾患16例
癩（1） 整醐醐（・）

肋間醐経痛（I〕 坐骨赫経痛（1〕 肩踊痛（1） ㌶喜二言（・〕

新際代謝病14例 脚 氣（8） 糖尿病（6〕

宜 ノ’、

   1脊椎炎（・）他6例1嚢部淋巴腺（・）

バ＝／チ氏病（1〕 義セドー氏（・） 子宮筋層（1）

ナル診断的根擦ヲ有スルモノノ外之ヲ合併症ト見倣サリシハ勿論ナリ．然ル畠此ノ如ク消

化器疾患及ビ呼吸器疾患ガ本症合併症ノ多数ヲ占ムルバ元ヨリ本寄生姦ト之等ノ疾患トガ幾

何ノ感染的要約關連ヲ有スルヤハ直テニ断言シ能ハザルモ，本轟感染経路ガ経口或ハ経皮膚

的二行ハレ，之ガ呼吸器系，循環器系ヲ経テ消化器皇最後ノ寄生ヲ螢ム關係上，以上ノ諸臓

器昌於ケル病的状態ガ本轟寄生ノ成立過程阜及ボス影響，並二本轟寄生二体リ之等ノ病的臓

器ノ蒙ムル影響モ亦等閑二附スル事能ハザルモノアラン．大久保ハ結核性疾患二十二指腸轟

ノ合併セル場合二，之ヲ駆除スル事二体リ結核性疾患ヲシテ良好ナル経過ヲ取ラシメ，結核

熱ヲ下降乃至消失セシメタル症例昌就キ報告セリ．

 4＋二指腸轟病患者皇於ケル症状二就テ

 合併症ナキ本症入院恵者160名二就キ，ソノ呈スル臨床的症候ヲ観察スルニアタリ，先ヅ

患者ノ訴ヘラ主トシ，ソノ自愛症候ヲ統計的呈示スニ第ク表ノ姉シ，両シテ160名ノ内5名

ハ何等本症皇封スル自愛症状ナカリシモノナリ．印チ自蟹症候中消化器症候ヲ訴ヘル者最モ

多ク114名（71．3％）ナリ，競中腹痛ヲ訴ヘル者多シ，而シテ腹痛ヲ訴ヘル64名二就キ，ソノ

腹痛ノ部位ヲ槍スルニ腹部全鰻一6名（25％），上腹部37名（58％），下腹部5名（8％），廻盲部

2名（3％），一膳部4名（6％）ニシテ上腹部昌痛ヲ訴ヘルモノ比較的多ク，叉擬食トノ時間的
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關係ハ不明ノ場合名キモ概シテ食後二於ケル疹痛ハ食前二於ケルヨリ多ギガ如シ．叉食慾不

連ヲ訴ヘルモノモ割合二歩シ．

’第7表 十二指腸轟病患者二於ケル白蟻症状ノ種類及ビ頻度

          （160名二就テ）

消化器症候

@ 114例
@（71・3％）

1111：τ／便通不調（1〕

食慾不道（38）

､  氣〔8〕

便秘（21）

q山7）

麓部膨満（1・〕

q  心（6）

震部緊張（1・〕

ｺ 痢14）

難  噌（13〕

? 鳴（2）

貧血性症候

@ 83例
@（51・8％〕

ひ悸尤蓬（55〕 眩  革（23） 耳鳴（5） 皮膚蒼白（31〕 浮  腫（7〕

梯経症候
@  76例
@（47・5％）

頭 痛（・・〕1

｣シビ1・）

w部痛（工〕I
@    』… 一 一

睡眠不良（13）

? 痛（3）

ﾙ部＝（・）

頭重懸〔8）

ｨ岬痛（3〕

?{（1）

胸  痛〔8）

ｶノ脱力1・）

n考干減（1）

嬢部圧迫（・〕

ｰ怖感〔2）

蕪煦ﾙ（・〕

琴魔シ易（・）

ｶノ寒冷（・）

全身倦怠

@ 62例
@（3＆8％）

英  他

@ 23例
@114・3％〕

咳  轍（1I） 繭  痩（5〕 噺劉2〕

 備考表中ノ藪字ハ愚者ニヨリ2種以上ノ症候ヲ有スルモノハ各別二重複加算セルモノヲモ含ム．

 弐二貧血性症候ヲ訴ヘル者ハ83名（51．8％）ニシテ殊二心停尤進ヲ訴ヘル者多シ，次ハ神経

症候（殊二頭痛）ヲ訴ヘル者ニテ76名（仰．5％）ナリ，全身倦怠ヲ訴ヘルハ62名（38．8名）ナリ．

勿論十二指腸轟二体ル症状ノ多種多様テルハ，凡チノ費地欝家ノ経験ス．ル新ニシテ，余ノ成

績第7表ニモ示ス姉ク種々ナル訴ヘアルモ之ヲ要スルニ腹痛（殊二上腹部ノ疹痛），心停尤進

頭痛及ビ全身倦怠ヲ訴ヘルモノ多キ事ヲ知ルベシ．

 茨二本症患者ノー般所見ヲ検スルニ1，2所見ヲ有スルモノ160名中130名（8一．2％）ニシテ

先ヅ消化器系統二於テハ只1例二於テ舌苔ヲ讃明シ，肝臓ハ10例（6．2％）二於テ鰯知サレ，内

1例二於テハエ氏徽毒反騰陽性ナリキ，而シテソノ貧血ノ度トノ關係ハ貧血ノ軽度ナル（血

色素ザrリー70以上）モノ3例，中等度ノ（血色素ザーリー40－70）モノ4例，高度ノ（血色．素

ザーリr39以下）モノ3例ナリ．叉脾臓ノ鰯知シ得シモノ4例（25％）ニシテ内3例ハ同時二

肝臓モ鰯知シ得タルモノニシテ何レモ比較的高度ノ貧血ヲ示セリ．

 茨二貧血性症候トシテ皮膚蒼白（殊二顔面蒼白）ヲ星セルモノ多ク4】例（25．6％）昌認メラ

レ，ソノ内心尖部二貧血性雑音ヲ聞キ得ルモノi2例，叉濁楽音陽性ナルモパ5例ナリキ，

 循環器系統デハ心臓ノ肥大撰張ヲ認メシハ13例（8．1％）ニテ浮腫ハ7例（4．3％）二認メラル．

 茨昌腱反射（主トシテ膝蓋反射）ヲ検スルニ膝蓋反射ノ尤進セルモノ33例（20．6％），通常ナ

ルモノ116例（ク2．5％），減退セルモノ6例（3．7％），消失セルモノ5例（3．晩）ニシテ，之ヲ要

スルニ腱反射ハ通常ナルモノ多ク本症総例数ノ約3分ノ2ヲ古メ，腱反射異常ノ内ソノ先進

セルモノ比較的多イド表フベシ，又合併症ナキ本症入院忠者160例ノ内28例（17．5％）二於テ

微熱アルヲ認メ，尿中蛋白ヲ讃明セシモノ29例（18，1％）ナリ，最後二星便中潜出血反騰ハ約
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85％ノ高率二於テ陽性ヲ見タリ，ソノ詳細ハ弐項昌述ベントス．

5．十二指腸姦患者二於ケル展中潜出血圧臆

 本症甑者二於ケル果中潜出血友膳ヲ検セン爲メ，大正14年初メヨリ昭和ク年経リマデノ外

来忠者中，他ノ合併症ナキ本症患者455名（521名ノ中66名ハ潜出血反騰繊養成績不明ナリ）畠

就キ・検スル皇第8表呈示ス如ク，師チ痕跡反騰マデカ正フル時ハ實呈91．2％ニシテ，痕跡ヲ除

外スルモ街85．9名ナル大ナル陽性率ヲ示ス，而シテ之等外來患者二於ケル検査ハ特島前々目

ヨリ食餌叉ハ服藥類昌注意ヲ沸ヒ得ザリシモノニシテ，今直テニ此ノ大ナル陽性率ヲ承認シ

難キバ勿論ナリ，敬二更二合併症ナキ本症入院患者152名（160名ノ中8名ハ潜蝿血反騰戯壷

成績不明）昌競キ検スルモ殆ド同様ナル（第8表参照）陽性成績ヲ得タリ．之ヲ裏スル島少ク

トモ本症患者畠於テハ著シギ大ナル陽性率ヲ示スバ事費ト云フベシ、嚢キ昌菩ガ教室ノ津川

八十二指腸巖症ノ80％皇於テ果中潜出血圧膳ヲ陽性二認ムル事ヲ報セリ．

第8表 潜出血成績
＼、．出血

㌔＼反鰹
被櫛 ＼

陽 性 痕 跡 陰 睦

者敷

入 125名（82・2％） 12名（7・8％） 15名（9．8％）

院
恵 152名 o 一

者 工37名（90．1％）

外 391名（阻9％）

     一24名（53％リ

40名18．8％〕

來
愚 455名
者 415名（91．2％〕

第9表 騒巖前後ノ潜出血反騰ノ比較

※繊 度跡→陰性 陽性→痕跡   不   慶

    1・・名1流名・…1・帥・… 名1蝸…名・…

 由來県中潜閉止反騰ガ胃腸潰瘍及ピ癌ノ診断二重要視セラル・ハ周知ノ事阜シテ，先年余

ハ教室ノ日置，倉重等ト共二胃液並二検便威綾ノ統計的研究二体リ，胃潰瘍，癌腫島於テハ

比較的大ナル尿中潜出血圧膳ノ陽性率ヲ認メ得タルモ，展申十二指腸姦卵ヲ護見シ得ザル場

合昌於デノミ比ノ潜出血圧瞳ノ陽性成績ハ之等潰瘍，癌腫ノ孚町定二基ダ有効テルモノナリト

述ベタリ，耐シテ更自今回ノ余ノ成績二徴スルモ，印チ外来薪患者ノ約15劣二於テ（第2表

参照）而モ農業従事者皇テハ24％二於テ（第4表参燃）本寄生轟ヲ護明シ，本症患者ノ82．2％

一85．9％二於テ潜閉止反騰陽性ナル事等ヨリ考フル時ハ，本邦ノ如キ十二指腸轟ノ蔓延セル

國二於テハ県中潜出血圧膳ノ診断的利用二際…ンテハ常二本轟寄生ノ有無二注意スルノ裏アル

ヲ痛感スルモノナリ，而シテ之等潜拙血反騰陽性ナルモノハ大多数二於テ願最後間モナク陰
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性トナルハ第g表二示ス姉シ．師チ騒轟前後昌於ケル展中潜出血圧膳ヲ比較シ得シu8名中

騒轟昌・依リ潜出血反騰陽性ヨリ陰性呈ナリシ毛ノ66名（55．9％）ナリ，叉潜出血反騰痕跡陽性

ヨリ陰性ニナリシモノ9名（7．6％）ナリ．

 6．十二指腸墨病恵者二於ケル2，3ノ血液像所見

 十二指腸轟病患者ガ漸弐増加スル貧血ヲ來タシ，更二白血球像二於テハ「エオジン嗜好性

細胞ノ増加ヲ來タスハ周知ノ事費ニシテ，吾ガ致窒呈於テハ数年來十二指腸轟病性貧血ノ研

究ヲ行ヒ津川，橋本，滝川，大林等ノ業績護表アリ，余モ先年本病患者ノ貧血症．一「エオジ

ン嗜好性細胞増加等ハ「アンキロストーマ」寄生者二於テハ「ネカトール」寄生者ヨリ蓬カニ顯

著ナル事ヲ報告セリ，今度更二合併症ナキ本症入院患者135例（160例申25例ハ稔血所見記載

不明ナリ）二就キ血液像殊ニソノ血色素，赤血球数，並昌「エオジン嗜好性白血球ノ移動二關

シ之ヲ統計的二観察スルニ家ノ如シ．

 （a）一血色素量及ビ赤血球数（第10，11表）

 血色素量ヲ男性ハS・h1i90，女性ハ80以下ヲ貧血トセバ，貧血者ハ108例（80名）ナリ，耐

シテ135例ノ平均ハS・hli66．6ニシテ最少ハS・h1121ナリ．叉S・トli gOト70トノ間ニアル

モノ比較的多ク全誰ノ約半5％二及ブ，叉S・hli40以下ノ高度ノ貧血ヲ來タセルモノ少ク僅カ

ニ10劣二過キズ．茨二赤血球数ヲ検スルニ，男性ハ450萬，女性ハ400萬以下ヲ貧血トセバ，

貧血者ハ86例（63．7名）ナリ，而シテ前記血色素量ノ貧血者二比シ可ナリノ少数ト云フベク，

蓋シ本症二因ル貧血ハ多クハ色素係数降下性貧血皇シテF・・b㎝i・d・・ハ1以下ナル事ヲ立

謹スルモノト云フベシ，而シテ135例ノ平均赤血球数ハ383．8萬ニシテ最少ハ188萬ナリ，叉

300萬以下ノ貧血ハ少ク約11宕二過キズ．

    第10表血色素量（135名ノ平均66．6SaMiニシテ最少21ナリ）

患  者  敷   13

  ％     9．6

31    28     18

22，9      20，7      13．3

13     18

96    13．3

14

10．3

第11表赤血球数（135名ノ平均38ユ8鶴ニシテ最少188萬ナリ）

赤血球（萬） 一・・齣､鮒…1・・ト・・1・・レ・・…一

思  者  敷   35

  ％     25．9

30

22．2

27    28

20，0      20．7

11

8．1

4

2．9

 （b）．「エオジン嗜好性細胞（第12表）

 「エオジ1・嗜好性白血球4％以上ヲEo・inophilieトスレバ，本症患者135例中108例（80％）

二E・・言mphiIi・ヲ見ル，印チ本症患者ノ大多数二於テ「エオジン嗜好性細胞増加ヲ來ダスト

云フラ得ベシ，而シテ135例ノ平均ハ11．06名ニシテ最大ハ帆5名ナリ，20％以上ノ高度ノ

年。sin・phiI1eハ比較的少ク，135例中21例（I5．5％）島シテ，一般二5％乃至10％ノモノ長毛
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多シ．

第12表 Eos1n嗜好性細胞 （135名ノ平均μ．06％ニシテ最大47・5％ナリ〕

鰍〕嗜雛紙一・・ト…ト・…ト1・・1・・一

 患者数 33  44  23  14  21
   ヲ6           244        325        170        103        155

 （c）．騒轟前後二於ケル血液像ノ移動（第I3，工4表）

 願轟前後二於ケル血液像ヲ比較観察シ得タル本症患者（合併症アルモノハ合マス）88例皇就

キ検スル三，騒轟二体リ赤血球藪25萬以上動揺セルモノハ，増加40名帥チ45．4％，不鐙45例

（51．1％），減少3例（3．切）ナリ，血色素量Sahli5以上動揺セルモノハ，増加33例（3ア．5％）

不鐙52例（59．1劣），減少3例（3，協）ナリ，叉「エオジ1・嗜好性細胞2％以上動揺セルモノハ。

増加7例（7．9％），不饗24例（27，2％），減少セルモノ大多数ニシテ57例帥チ全症例藪ノ64．8％

ヲ古ム．之ヲ要スルニ騙轟ノミニ依リ跣二血色素量及ビ赤血球藪ノ増加帥チ貧血ノ回復ヲ來

タシー方「エオジン嗜好性白血球増多症ノ減少回復ヲ來タスヲ畑ルナリ，而シテ更二之等血

液像ノ88例二於ケル平均値二就キ駆轟前後ヲ比較スルニ同様ノ結果ヲ示ス．

第13表駆轟後二於ケル血液像ノ鐘化（88名二就テ）

＼騒 騒 後 櫓  加 不  愛 減   少

血色素量S・hli5以上 33名37．5％ 52名5軌1％ 3名＆4％

赤血球敷25萬以上 40名45■％ 45名51．1％ 3名M％

Eosin嗜好性細胞2％以上 7名7・9％ 24名27．2％ 57名64．8％

第14表駆轟前後二於ケル血液像ノ比較（88名手切）

＼＼血液像  ㌔

血色素最（S・h】i） 赤血球敷（萬〕 E05in嗜好性白
結?i％〕

騒 轟 前
     ‘661．1

381．5 12，1

騎 轟 後 71．8 419．3 6．9

 7．駆轟成績並二騒轟剤ノ副作用

 騒轟剤ハ主星Tbyml（3．O－2．5g）一N・phtaIein（O・5g）合剤，Paras1toI（4・09）及ビTbymol

（3．0－2．5g）ノ翠凋使用ナリ，就申前二者ヲ使用ス．騒姦ハ2，3日ノ間隔ヲ以テ2，3回乃

至5，6回繰返シ施行シ，最後ノ駆姦目以後概ネ1－2週間ヲ経テ検便シ以テ完全二騒轟セ

ラレタルヤ否ヤラ確メタリ，成績ハ第15表呈示ス如シ．師チ先ヅ第1回Ku・二体ル本轟駆

出陽性者ヲ見ルニThymol－Naphta16in合剤ヲ用ヰシ時ハ125名中113名ニシテ全鑓ノ90．切
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ナリ，TbymoI翠凋ノ時ハ13名中11名；シテ84－6名，Parasitolノ時ハ192名中〃2名ニシテ

89．6％トナル．印チ以上3種ノ騒姦剤手八此ノ鱗皇就テハ著明ナル相違ヲ認メ難シ，而シテ

國府八十二指腸姦駆岳人員中ThymoI－Naphta1ein使用ノ場合ハソノ72％二，Pa・a5…toIハ

6悌二，Thymo1単獺使用ノ時ハ48．3％昌夫々十二指腸轟排姦者ヲ認メタリト述ベタL

第15表 2，3騒巖剤二体ル騒轟成績（330名二就テ〕

第1回目二使用セ
@     ル駈騒弼 ThアmoI－

@Naphtalei皿。 ThymoI． Pa胞sitol．

被  糠  人  員 125名 13名 ユ92名

第1回Ku一ノ騒出陽性者
i同上％〕

113名（904％〕 11名〔84・6％〕 172名（89・6％）

第I回K口・’依リ完全二
寶怎Tレシ例劉同上％〕

52名（41石％） 3名（23％〕 71名（36．9％）

第1回K・rノ圃轟縄敷
k同上1人平均敷）

3365（29．6） 169（153） 6604（3＆3）

第2回Ku・以後ノ圃轟総
ｫ同上1人平均劉

707（6．2） 186（16・8） 1156（a4）

第1回Kurノ騒騒藪ノ縄
尅寳箔�ｩスル加

8Z6％ 47．6％ 85－6％

 亥二第1回Kur二体リ完全二駆除セラレタル例数ヲ検スルニThymo1－N・phtaleinノ時

ハ125名中52名（41．6％），P町asito1ハ192名中71名（36．9％），Thymo1箪濁使用ノ時ハ13名

中3名（23％）ニシテ，Thymo1－N・phtalein合剤ハー番有効ノ様ナリ．小出ハPa・asito1ヲ

用ヰ1回駆轟二体リ十二指腸麟麟陽性者86．8％二達シ完全駆除セラレタル者ハ8L8％ナリ

トス．家二第1回騒轟藪ノ纏騒姦藪二対スル割合ヲ検スルニ，Tbymo1－N．phtale1n／82．6

％，Tbymo1単濁使用ノ時ノ4ク．6％二対シParasito1ノ時ハー番多ク85．6％ナリ．以上通覧

スルニソノ効カニ於テThymo1－Naphtalei血合剤，及ビParasitolハ殆ド同様ニシテ何レモ

TbymoI箪濁使用ノ場合ヨリ著シク大ナリト麦フベシ．

 弐二本症或八本症ヲ合併症トシテ入院セル患者386名（第5表参照）中騒墨ヲ行ヒ得シモノ

330名畠就キ，ソノ騒轟剤二体ル副作用ノ如何ヲ検スルニ第I6表呈示ス如シ．師チP舳sitoI

ヲ使用セシ場合ノ255例中36例（14．1宕）二於テ，Thymol－Naph胞1e1nノ時ハ181例中31例

（17．1名）昌，叉Thymo1翠濁使用ノ時ハ13例中1例（ク．ク％）二於テ種々ナル副作用ヲ訴フ，

而シテソノ内軽度ナガラ頭痛，騒温上昇（微熱），腹痛，暇勲等ノ何レカーヅ或ハソノ2．3

ヲ訴ヘルモノ比較的多シ，然ルニ此塵二注目二便スルハThymoI－Naphta1einヲ使用セシ2

例二於テ騒轟後何レ毛尿中蛋白ヲ護明スル呈歪リ，殊ニソノ内1例（慢性腸加答免及ビ動脈

硬化症ヲ合併セル62族ノ男子）二於テハ騒轟後尿排出減少シ，尿中蛋白及ビ赤血球ヲ護明ス

ル畠至1ノリ．叉Pa㈱ito1ヲ使用セシ症例中2例昌ハ何レモ駆轟後著明ナル心停尤進ヲ來タ

セリ，敬二Thymol－Naphtakin使用ノ際；ハ腎臓病患者ヲ特二注意シ，叉Pams1601使用二
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第I6表駆墨醐ノ副作用ノ種類及ビ頻度（330名二就テ〕

囲 最 剰 r趾蝸ito］． Thymol一
N・phta1ein． Thymo1．

使用セシ例駿（第1回
K岨二用イジ例籔）

255名（192） 181名（125〕 13名（13）

＼副作用ヲ來セシ
寫?pノポ理迎 36名（1孔1％） 31名（1τ1％〕 】名〔7－7％〕

微   熱 12 11 ’1

腹   痛 7 5

頭   痛 6 6

嘔    氣 6 2

嘔    吐 2 2

腹部慶痛 4 1

食慾不良 2 0

腹部不快懸 5 4

胸   痛 1

庸  ノ 凝 1

睡 眠不良 2 1

軍    眩 2 2

耳   鴫 1

手指ノ知蟹異常 1

尿意頻数
1

全身倦怠感 2 2

尿量減少，尿蛋白陽性 2

心停充進著明 2

備考 副作用ノ敷値ハ愚者ニョリ2種以上ノ副作用ヲ星スルモノアル故各別二重複加算ス．

ハ心臓病有無ヲ検スルヲ是非必要ナリト思フ．最近永山氏八十二指腸轟駆除藥（就中Thymol－

N叩hta1・in合剤，及ビP舳si亡。I）ノ臨床的比較観察特二尿鐘化二就キ検シ，ThymoIハ極メ

テ高度二腎臓（特二腎上皮，糠毬饅）ヲ刺戟スルト共皇肝臓ヲモ亦刺戟シ之二反シテParasitoI

ハ腎臓，肝臓；封シ共二極メテ軽度ナガラ之ヲ刺戟スルノ事費ヲ認メ．更二之等爾剤服用後

二於ケル尿鐘化ノ最モ著明ナル差異ハTbymoI服用後二於ケル血尿ノ排列ナリト報告セリ．

4．結  論

（1）本報告八大正13年初秋ヨリ昭和7年終リマデ約9ケ年間二於ケル音ガ教室ノ外來並

二本症入院忠者二就キ統計的ニソノ寄生率，臨床的症候並二駆墨成績等ヲ観察セルモノナ

リ．

（2）十二指腸轟寄生率ハ此97％（男149名，女15％），蜘最寄生率ハ13．6％（男13．2％，女
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i4秘），鞭轟寄生率ハH．7％（：男12劣，女H．1％）ニシテ，何レモ男女性別昌於ケル差極メ

テ僅少ナリ、

 （3）農業從事者ノ十二指腸巖寄生率ハ2悦（男23．7％，女24．5％）昌シテ，漁業從事者ハ

9．1％（男8．8宕，女10名），農業非從事者ハ7．9宕（男8－2％，女7．3％）ナリ、叉市外在住者ノ本

轟寄生率ハ17・9名（男17・5％，女18・6名）ニシテ市内在住者ノ5．5％（男5．9％，女5％）二比ス

1／バ著シク大ナリ．

 （4）本轟病患者二於ケル合併症トシテハ滑化器疾患（殊二胃疾患）最モ多ク，家ハ呼吸器

疾患（殊皇肺結核症）ナリ．

 （5）本轟病患者ノ自蟹症候中最モ展々訴フルハ貧血性症候並二消化器症候ニシテ，就中

腹痛，心摩光進等ナリ．

 （6）本轟病患者ノ82．2タ6二於テ尿中潜出血反騰陽性ニシテ，騒轟後間モナク陰性トナル

モノ多シ．

 （7）本轟病患者二於ケル血色素量及ビ赤血球敷ノ減少，rエオジン嗜好性白血球ノ増カロラ

認ムルバ先人ノ報告ト同様ナリ．

 （8〕駆轟剤pamsito1，Thymol－Napht・le1n合剤ハ何レ毛，ソノ効カニ於テ殆ド同様昌

シテ，Thymo1軍濁使用ノ場合ヨリ著シク大ナルヲ認メタリ．

 （9）之等駒轟剤ノ副作川トシテ軽度ノ頭痛，微熱，腹痛，硬策等ヲ訴ヘルモノアリ，而

シテThym・1－N・Pht・1e言・合剤ノ場合ハ殊二腎臓病患者二対シ，叉Parasitolハ心臓病二対

シ特臭ソノ副作用（血尿，心停尤進等）二注意ヲ要スルモノト思考ス．

掘筆二臨ミ御懇篤ナル御指導並二脚校閲ヲ腸リタル恩師大里教授二満腔ノ謝意ヲ表ス．
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